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令和４年10月２日より栃木県足利市にて３年
ぶりの国民体育大会が開催されました。
４日間に渡る激闘を繰り広げた長野県選手団。
全国の競技者たちと堂々と技を競い合いました。
詳しくは３ページ「国民体育大会総括」をご覧
ください。

強敵を撃破し全国初のベスト４　少年Ｆ55㎏　第３位　髙野航成（右端）

今大会王者に善戦
少年Ｇ80㎏　第５位　美齊津楓雅（左端）

年々成長が著しい　成年Ｇ60㎏　第３位　曽根敬次郎（右端）

最年長としてチームを牽引
成年Ｇ87㎏　第３位　塩川貫太（右端）

成年Ｇ87㎏　準決勝
塩川貫太（赤）

少年Ｇ65㎏　準々決勝
坂木颯来（青）

成年Ｇ72㎏　２回戦
稲葉洋人（青）

特集
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　第82回国民スポーツ大会レスリング競技の小諸市開催に向
けて、中央競技団体正規視察が１月27日に行われました。日
本レスリング協会の寺澤淳国体委員長が小諸市総合体育館を中
心に視察され、競技役員の増員や施設充実など様々な助言をい
ただきました。
　視察を終えた挨拶で寺澤委員長から「国スポ開催まであと
５年間あるのではなく、あと５年間しかないと考えて進めて欲
しい。」との言葉が強く印象に残っております。
　さて、４月30日には総合優勝に向けての本協会主催の「総
決起集会」が予定されています。５年後に迫った国民スポーツ
大会レスリング競技を内外に認識していただくと共に、協会一
同総合優勝に向け邁進していく所存です。皆様のご協力を宜し
くお願いいたします。

　コロナ禍が始まって約３年が経ちました。各学校、クラブの
指導者や選手の皆さんは様々な制限の中で十分な練習も出来な
い厳しい状況が続いています。その中で創意工夫をしながら練
習を積み重ねて各種大会で活躍していることに敬意を表したい
と思います。
　その中でも全国少年少女選抜レスリング選手権大会で優勝し
た依田尚樹選手（佐久レスリング教室クラブ）の活躍は目を見
張るものがありました。長野国民スポーツ大会の中心選手の
１人として協会全体で大切に育てていきたいと思います。
　また、昨年11月に北信越少年少女レスリング選手権大会、
北信越中学生レスリング選手権大会が小諸市総合体育館で開催
されました。24チーム、197名の選手が参加し、熱戦を繰り広
げてくれました。５県対抗団体戦では長野県選抜チームは準優
勝、個人戦では３名の優勝者を出すことができました。この大
会も３年ぶりの開催となりましたが徹底した感染対策をとりな
がら有観客で試合を行うことができました。これもひとえに大
会関係者の皆様、大会運営に携わっていただいた協会の皆様の
ご理解とご協力の賜物と心から感謝いたします。
　長野国民スポーツ大会にむけて選手の強化はもちろんですが
大会運営も車の両輪のように今から計画的に準備をしていくこ
とが大切だと思います。協会の皆様が心をひとつにして前進し
ていきましょう。

会長挨拶
� 長野県レスリング協会　会長　中嶋　則行

理事長挨拶
� 長野県レスリング協会　理事長　井出　　優
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第77回国民体育大会　レスリング競技長野県少年男子監督　平井　進悟
　令和４年10月２日～５日までの４日間、第77回国民体育大会レスリング競技が栃木県足利市にて開
催されました。新型コロナウイルスの影響により、国民体育大会としては３年ぶりの開催となりま
す。県勢からは、選手14名、監督・コーチ３名、トレーナー１名の合計18名が参加しました。大会前
には、近畿ブロックを中心とした国体選抜チームの集まる奈良県への遠征、強豪大学への出稽古や県
内の合同練習など、積極的に強化を図った上で本大会に臨みました。
　試合結果は、３位入賞者が３名、５位入賞者が３名の計６名が入賞し、総合成績は47都道府県中
21位（34.0点）の成績でした。試合内容では、全国トップレベルの選手を相手に奮戦する県勢選手も
出てきており、今後の更なる活躍が期待されるものの、2028年に予定されている地元開催の長野国民
スポーツ大会での総合優勝を見据えれば、けっして満足のいく成績ではありません。直近の５大会で
総合優勝した都道府県の平均点が約70.0点前後であることから、単純に40点近くの上乗せが必要とな
ります。しかし、現在の状況が見えてきたことで、今後の方向性も定まってきました。40点の上乗せ
を最終的な目標として定め、段階的に単年毎の目標設定が必要であると考えます。まずは、次回大会
での具体的な目標数値を早い段階で設定し、目標に沿った強化計画を立てることが直近の課題となり
ます。
　最後に、今大会でトレーナーとして帯同していただいた兼田さんについてご紹介いたします。今
回、14名の選手を兼田さん１人で対応していただきました。中には、ケガを抱えての出場者もいたの
ですが、兼田さんのサポートは選手にとって大きな支えになったことと思います。試合会場および宿
舎での丁寧な対応は、この大会期間中において選手たちからも大きな信頼を得られたと感じます。こ

のような協力者を１人でも多く獲得していくことも、
今後の課題であり、目標の達成に向け取り組みを続け
ているところです。

令和４年度　令和４年度　国民体育大会 総括国民体育大会 総括

国体視察中の長野県スポーツ協会幹部の皆様がレスリング競技を激励
左から　林　泰章　理事長、古澤栄一　相談役、茅野繁巳　専務理事上田市　内山整骨院　柔道整復師　兼田佑さん
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第21回北信越少年少女レスリング選手権大会
第17回北信越中学生レスリング選手権大会

長野県レスリング協会　理事長　井出　　優
　第21回北信越少年少女レスリング選手権大会・第17回北信越中学生
レスリング選手権大会が令和４年11月12日㈯・13日㈰に小諸市総合体
育館で開催されました。新型コロナ感染症の影響で過去２年大会中止
となり、３年ぶりの開催となりました。
　新型コロナ感染予防のガイドラインの徹底を大会関係者、出場チー
ム、観客等すべてに行き渡らせる必要がありコロナ禍の大会運営の難
しさや苦労も実感しました。そんな苦労を吹き飛ばしてくれたのが少
年少女レスラーのファイト溢れる試合でした。また、保護者の皆さん
の笑顔を見たときに開催できて本当に良かったと思いました。
　大会準備から運営までレスリング協会の皆様、長野県少年少女の保
護者の皆様の献身的なご協力のおかげで無事に大会を終えることが出
来ました。ありがとうございました。

令和
４年度

佐久市レスリング教室クラブ佐久市レスリング教室クラブ
全員集合全員集合

上田レスリングクラブ上田レスリングクラブ
全員集合全員集合

小
諸
キ
ッ
ズ
キ
ャ
プ
テ
ン

大
塚
選
手
に
よ
る
選
手
宣
誓

小諸キッズレスリングクラブ　全員集合小諸キッズレスリングクラブ　全員集合
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５．６年36キロ　１回戦５．６年36キロ　１回戦
　大塚選手　大塚選手個

人
戦

５．６年42キロ　１回戦５．６年42キロ　１回戦
中嶋選手中嶋選手

１．２年28キロ　１回戦１．２年28キロ　１回戦
竹内選手竹内選手

１．２年22キロ　１回戦１．２年22キロ　１回戦
大嶋選手大嶋選手

１．２年22キロ　１回戦　樋口選手１．２年22キロ　１回戦　樋口選手

５
．
６
年

５
．
６
年
3030
キ
ロ　
１
回
戦　
大
嶋
選
手

キ
ロ　
１
回
戦　
大
嶋
選
手

５．６年36キロ　準決勝　伊藤選手５．６年36キロ　準決勝　伊藤選手

５．６年42キロ　準決勝５．６年42キロ　準決勝
井出選手井出選手

中学生女子40キロ中学生女子40キロ
１回戦　浅川選手１回戦　浅川選手

女子５．６年中量級　１回戦　馬場選手女子５．６年中量級　１回戦　馬場選手

女子５．６年重量級　関選手女子５．６年重量級　関選手
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団体決勝　長野県選抜　宮崎選手

団体決勝　長野県選抜　佐藤選手

団
体
決
勝
　
長
野
県
選
抜
　
翠
川
選
手

団体決勝　長野県選抜　依田選手

長野選抜チーム　団体２位　記念撮影

団体決勝　長野県選抜　樋口選手

5

2
2

5 5
2

3

4

5

2

北信越５県対抗団体戦
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・大 会 名：第27回全国少年少女選抜レスリング選手権大会
・期　　日：令和５年１月28日㈯～29日㈰
・場　　所：東京都板橋区立植村記念加賀スポーツセンター
・優 勝 者：佐久市レスリング教室クラブ　依田　尚樹（よだなおき）佐久市立高瀬小学校６年生
・出場階級：小学生の部６年生　33㎏級

　上記大会において、当クラブ所属の依田尚樹くんが優勝し、悲願である全国チャンピオンの栄冠を
獲得しました。昨年度の長野県レスリング会報第３号誌で５年生時の全国大会準優勝で「悔しさで笑
顔なし来年こそは全国チャンピオンに！」の記事を掲載させていただきましたが、見事その悔しさを
晴らし目標を達成しました。しかし、今回の優勝後も笑顔はなく、その先を見据え「オリンピックで
活躍したい」と今後の目標を語ってくれました。
　今大会の試合は、準決勝でラスト３秒での逆転勝ちをし、勝負強さを
発揮。決勝は得意の飛行機投げがさく裂し、テクニカルフォール勝ちし
ました。
　依田尚樹くんは、飛行機投げ、タックル、がぶり、アンクルホール
ド、ローリングなどスタンド、グランド共に切れ味鋭い多くの技を持っ
ており、どの体勢からもポイントが取れる技術レベルの高いオールラウ
ンダーです。特に飛行機投げは縦方向だけでなく横方向、斜め方向と相
手の反応によって変化する小学生離れしたテクニックの持ち主です。
　令和10年に長野県で開催される国民スポーツ大会時は高校３年生とな
り、活躍が期待されます。

悲願の全国チャンピオン悲願の全国チャンピオン 佐久市レスリング教室クラブ　監督　吉澤　　剛

長野県選手成績長野県選手成績
個人戦 　優　勝
５～６年生
34㎏級 依田　尚樹 佐久市レスリング教室クラブ

５～６年生
＋50㎏級 宮崎　啓伍 上田レスリングクラブ

中学生　110㎏級 磯貝　凰貴 浅間中学校

準優勝
１～２年生
28㎏級 瀧沢　隆太 佐久市レスリング教室クラブ

１～２年生
＋32㎏級 宮崎　啓伍 上田レスリングクラブ

３～４年生
30㎏級 佐藤　　湊 小諸キッズレスリングクラブ

５～６年生
30㎏級 大嶋　蓮音 小諸キッズレスリングクラブ

５～６年生
42㎏級 井出　　穏 小諸キッズレスリングクラブ

５～６年女子
中量級 馬場　結心 小諸キッズレスリングクラブ

中学生　47㎏級 依田　朋樹 佐久市レスリング教室クラブ
中学生女子
40㎏級 浅川　　凛 佐久市レスリング教室クラブ

北信越５県対抗団体戦 　準優勝
１～２年生　軽量級 樋口　文汰 上田レスリングクラブ

１～２年生　重量級 宮崎　啓伍 上田レスリングクラブ

３～４年生　軽量級 佐藤　　湊 小諸キッズレスリングクラブ

３～４年生　重量級 翠川　莉緒 上田レスリングクラブ

５～６年生　軽量級 依田　尚樹 佐久市レスリング教室クラブ

５～６年生　中量級 樋口ほのか 上田レスリングクラブ

５～６年生　重量級 田中　準土 上田レスリングクラブ

３　位
１～２年生　28㎏級 竹内駿太朗 小諸キッズレスリングクラブ

１～２年生　＋32㎏級 翠川　柊吾 上田レスリングクラブ

３～４年生　30㎏級 高橋　　光 上田レスリングクラブ

３～４年女子　軽量級 大塚　咲佐 小諸キッズレスリングクラブ

３～４年女子　重量級 翠川　莉緒 上田レスリングクラブ

５～６年生　36㎏級 伊藤　義広 小諸キッズレスリングクラブ

５～６年女子　重量級 関　　若菜 佐久市レスリング教室クラブ
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県専門委員長　上田西高等学校　井出　真一

対　全国
　前例を見ぬコロナ禍、３年目に突入した中で、令和４年度が始まりました。高校生アスリートが
２年間の制限生活を乗り越えることを願い４月のJOC杯が３年ぶりに開催されました。残念ながら県
勢は勝ち進むことはできませんでしたが、大会開催という事が収穫であったと思います。５月からの
東信大会・長野県大会・北信越大会（小諸市総合体育館開催）を経て８月のインターハイは、高知県
高知市県立県民体育館で開催されました。県庁所在地での開催は三重県津市依頼３年ぶりでありまし
た。学校対抗戦では上田西高校は２－５で和歌山北に敗戦しました。個人戦は80㎏級の美齊津（小諸
商）がベスト８まで勝ち進みました。その他は、上位入賞はありませんでした。続く全国グレコロー
マン大会も善戦むなしく上位入賞なしという結果でした。栃木国体終了後、秋より新人大会に戦いの
場はうつされました。東信新人大会・県新人大会を経て、北信越選抜大会は福井県おおい町総合体育
館で開催されました。学校対抗戦では、上田西が優勝、個人対抗戦では、12名が全国選抜大会へ、駒
を進めました。そして、令和５年３月の全国選抜大会では、学校対抗戦において上田西は２回戦から
の出場で、相手は、３位に入賞した埼玉栄高校で３－４というスコアで惜敗しました。個人対抗戦で
も上位入賞者多数の強敵高校でした。個人対抗戦においては、55㎏級の角本（上田西）が３位入賞。
60㎏級の田中（上田西）と80㎏級の美齊津（小諸商）が５位入賞しました。各自課題を克服し、４月
からの新シーズンにつなげて欲しい所です。

令和４年度　令和４年度　高等学校専門部　総括高等学校専門部　総括

対　北信越
　令和４年度６月北信越大会は、長野県小諸市総合体育館で開催されました。学校対抗戦では、県勢
代表の上田西が決勝戦において優勝校の志賀（石川県）に２－５で敗れ準優勝でした。佐久平総合技
術は高岡向陵（富山県）に２－５で小諸高校は北越（新潟県）に１－６で敗れ、上位入賞はなりませ
んでした。男子個人対抗戦では、55㎏級高野（上田西）、60㎏級角本（上田西）、が優勝。51㎏級井上
（上田西）、55㎏級田中（上田西）、65㎏級坂木（上田西）、71㎏級倉崎（上田西）、80㎏級美齊津（小
諸商業）、92㎏級白鳥（佐久平総合技術）、125㎏級若林（上田西）が準優勝。55㎏級井出（佐久平総
合技術）、60㎏級依田（上田西）が３位入賞と11名が表彰状を手にしました。また、女子個人対抗戦
においては、47㎏級美齊津（小諸）53㎏級菊原最（佐久平総合技術）が準優勝、53㎏級菊原心、渡邊
が３位入賞を果たしました。11月北信越選抜大会は、福井県おおい町で開催されました。学校対抗戦

全国選抜表彰台の角本選手（右から２番目）
55kg級３位入賞　於新潟東総合スポーツセンター

見事全国選抜大会入賞を果たした三選手
60kg級　田中選手（左）、80kg級　美齊津選手（右）　共に5位入賞
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第82回国民スポーツ大会中央競技団体正規視察について第82回国民スポーツ大会中央競技団体正規視察について
長野県レスリング協会　事務局長　黒岩　孝幸

は、上田西が優勝、男子個人対抗戦では、51㎏級関（上田西）、55㎏級角本（上田西）、60㎏級田中
（上田西）、80㎏級美齊津（小諸商業）の４名が優勝、65㎏級依田（上田西）、71㎏級倉崎（上田西）、
80㎏級堀池（上田西）、92㎏級白鳥（佐久平総合技術）が準優勝、60㎏級酒井（佐久平総合技術）、
65㎏級吉井（小諸）、71㎏級市川（上田西）、80㎏級栁澤（佐久平総合技術）が３位入賞を果たしまし
た。女子個人対抗戦では47㎏級井上（佐久平総合技術）が優勝、53級㎏級渡邊（佐久平総合技術）が
準優勝、50㎏級美齊津（小諸）が３位入賞しました。石川県志賀高校も、学校対抗戦・個人対抗戦と
もに前チームほどの力は無く、逆ブロックの富山県高岡向陵高校の方が一枚上手だと感じました。コ
ロナ終息へ向けて、世の中が動き出せれば強化も伴ってくるのではないかと感じました。

反省と今後の対策
　強化・遠征・合宿等が規制された状態が緩和されれば、例年通りの動きになると思います。
　感染予防、拡大防止には配慮しつつ、願わくばコロナ以前の体制に期待したいと思います。

現状と展望
　例年同様、実施高校の部員増員は言うまでもありませんが、学校対抗戦４校確保、新実施校の開拓
等の実現が願う所であります。全国的に見ましても、社会体育、クラブチームと協力し合いながらの
強化の進め方で安定していけば理想だと思います。２巡目長野国民スポーツ大会へ向けて、女子の充
実も含め、幼少からの継続者の環境、モチベーション等のサポート体制も視野に入れ、進んでいけれ
ば理想であると考えます。

　令和５年１月27日㈮公益財団法人日本レスリング協会
国体委員会の寺澤淳委員長による第82回国民スポーツ大
会中央競技団体正規視察が小諸市において行われました。
　はじめに、小諸市市民交流センター会議室にて長野県
準備委員会、小諸市教育委員会事務局、長野県レスリン
グ協会から準備状況を説明し、競技会場として予定して
いる小諸市総合体育館の現地視察が行われました。
　小諸市総合体育館は、昭和53年「やまびこ国体」のレスリング競技会場で築45年程になります。現
地視察後の寺澤委員長の講評では、指摘事項として「アリーナの照明が暗いため、照度の確保をする
こと」や、要望事項として「トイレの改修」「観客席や駐車場、スポーツドクターの確保」「審判員の
養成」等が挙げられました。
　県協会としても、長野県準備委員会、小諸市と連携して指摘・要望等に対応していきます。協会員
各位のご協力をよろしくお願いいたします。
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リレーコーナーリレーコーナーリレーコーナー
懸命に闘った各国体及び昭和53年
長野国体（やまびこ国体）の思い出
長野県レスリング協会　副会長　小平　　学

【各国体の思い出】
　昭和49年高校１年、茨城国体へ経験を兼ねて参加。県を背負って戦う先輩方の奮闘に感動、俺は国
体で勝ちたい。
　昭和50年三重国体に少年男子56㎏で出場。48㎏は前田選手（現副会長）、52㎏は高橋選手、48㎏か
ら開始の県勢は前田・高橋両選手が激戦を制し、私も初戦を突破、軽量３階級が連続勝利した意義の
ある国体でした。私は３回戦で高校総体３位の栃木の選手と戦い、結果は４：16で敗戦、しかし充実
の試合をしたという自信を持てた国体でした。高校３年時の佐賀国体では８㎏の減量苦で秋田選手に
３回戦で完敗。
　佐久消防に就職し、青森国体は68㎏に出場し１回戦突破。いよいよ長野国体です。【以下下段⑵に
記載】国体最後は島根国体、１回戦突破２回戦は当時日体大ＯＢの栄和人選手に敗れ、国体通算６勝
５敗で現役を終えました。国体は素晴らしい。
【長野国体の思い出】
　２回戦から出場、初戦の相手は１回戦突破の長崎選手でした。当日私は思いもよらない緊張に包ま
れました。それは県勢が全員勝利する快進撃です。俺も「勝たなければ」この思いが強かった気がし

ています。案の定試合は１Ｒフォール負け寸前０：５で２Ｒ
に入りました。この時の気持ちは『負けてたまるか。ちく
しょう、勝つぞ。』のみ反撃開始、最後は11：５で勝利、
これこそ地元国体の応援のお蔭、地元勝利の感動の瞬間で
した。３回戦を勝ち３位入賞し、役割は果たしました。
　安堵と安心で当時小林靖先生に顔が合わせられるという
感動を今でも鮮明かつ克明に覚えています。感動の大会で
した。
　地元国体で勝つ、勝たなければという厳しい環境下で勝
つ、これこそ選手冥利ではないでしょうか。だから練習す
る、高い意識を持つと考えます。
　2028年長野国民スポーツ大会では頑張る選手を楽しみに
自分にできる役割を果たしていきたいと思います。

昭和53年
長野国体の思い出

第33回国体 信毎記念誌 やまびこ国体クラブ
（1978　昭和53年）

やまびこ国体記念誌　レスリングフリー

33
回
組
み
合
わ
せ
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果

三
重
国
体
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み
合
わ
せ
冊
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ロ
グ
ラ
ム
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半世紀続いた小諸高校レスリング部
小諸高校レスリング部顧問　中嶋　則行

　小諸高校レスリング部は昭和49年（1974）
男女共学になったのを機会に阿南高校から赴
任した小林哲夫氏によりレスリング部が創設
されました。また、その４年後には小諸市で
第33回国民体育大会レスリング競技が予定さ
れていて、長野県や小諸市の期待を背負って
のスタートとなったようです。その地元の国
体では曽根哲郎選手の優勝をはじめ複数の選
手が上位入賞を果たし、期待に応える活躍と
なりました。地元国体の活躍が小諸高校レス
リング部の礎となったことは確かです。レス
リング部顧問はその後、故小林靖氏－大池毅
氏－中嶋則行－森角裕介氏－中嶋則行の６代
に渡り50年間顧問が引き継がれ現在に至って
おります。【講師職の歴代コーチ：故与良正
志氏－中嶋則行－高橋成敏氏－森角裕介氏－
塩川萌々果氏】また、創部当初からレスリングの授業が行われ小諸高校を卒業した男子は全員がレス
リング経験者となるので、全国でも稀に見る高校と言えるでしょう（現在はコロナ感染予防のため授
業は中断）。競技力でも平成27年の白鳥慶樹選手の高校総体・国体２冠を筆頭に全国上位入賞した選
手を数多く輩出しました。更に、全国から選抜され日米親善交流としてアメリカに渡った選手は４名
を数え、アメリカからも過去２回アイダホ州とアリゾナ州の選抜チームが小諸高校を訪れ親善試合を
行っています。小諸市は長野県レスリングの発祥の地でもあり、現在も幼児から高校までレスリング
を行える環境が整っています。少年少女の指導者を始め関係者の長年の努力と協力により、小諸市に
レスリングという文化が根付いていることは大きな喜びでもあります。
　さて、少子化の影響を受け長野県でも高校の統廃合が進んでおります。３年後の令和８年４月には
小諸高校と小諸商業高校が統合し、先日決まった校名「小諸義塾高校」が誕生いたします。小諸義塾
高校とともに新レスリング部も次の半世紀に向かい新たなスタートを切ります。引き続き皆様のご支
援とご協力を宜しくお願いいたします。

高校レスリング部
紹　介

昭和49年小諸高校レスリング部を創部し、２年後に早くも完成した
新レスリング場。練習の様子を大きく伝える信濃毎日新聞。

昭和52年度全国高校総合体育大会
第24回全国高等学校レスリング選手権大会（団体戦）

（徳山市体育館　８月２日～５日）
昭和55年　日米親善高校レスリング20周年大会長野大会

（於旧小諸高等学校正門　６月30日）
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編集
 後記
編集
 後記

　長野県レスリング創世記の選手たちが熱い血潮をたぎらせた「やまびこ国体」から
半世紀。再び、この小諸の地に国体レスリングが帰ってまいります。
　くしくも50年前と同じ小諸市総合体育館が会場です。先輩方から受け継ぎ、育てて
きたレスリング。「これが長野県レスリングだ！！」というアンサーを示す最高の舞
台となります。2028年長野国民スポーツ大会成功に向け、引き続き皆様のご支援・ご
協力をお願い申し上げます。

長野県レスリングの発展を願って
白鳥　慶樹

　私は、2020年３月に日本体育大学を卒業し、現在は佐久広域連合消防本部　川西消防署に勤務して
おります。
　私がレスリングを始めたのは、高校生からです。レスリングをやりたいと思ったきっかけは、２つ
あります。
　１つ目は、中学校の柔道部顧問であった塩川和人先生にレスリングの大会へ出場させて頂いたから
です。柔道しか経験がありませんでしたが、実際にレスリングの試合を行うことでレスリングの楽し
さや難しさを肌で感じ、その魅力を知ることができました。レスリングへの関心が高まり始めるきっ
かけになりました。
　２つ目は、中学生の頃に柔道部で一緒に練習をしていた塩川貫太先輩に憧れたからです。憧れる
きっかけになった出来事は、全国中学校体育大会へ先輩が出場を決め、アップパートナーとして付き
添いさせて頂き、大舞台で戦う姿を見て憧れました。その先輩が柔道からレスリングへ転向したこと
に大きく影響を受け、私自身もその背中を追うようにレスリングを始めました。
　レスリングを始めてからは、山あり谷ありのレスリング人生を過ごしました。結果で伸び悩み、怪
我で手術など様々な出来事がありましたが、森角先生をはじめとする多くの先生方に応援・サポート
していただき大学まで続けることができました。
　学校が違う先生方からご指導ご鞭撻をいただけるのは、他県に比べると選手数が少ない長野県だか
らこそと感じます。そんな長野県特有の強みを生かし、長野県全体で一致団結し、今後の国民体育大
会では上位入賞の常連県になりたいです。その為にも私自身がこれまで経験してきたことを、伝えて
いけたら良いと思います。長野県のレスリングの普及・発展のために、微力ながら恩返しできるよう
努めて参ります。� （2023年３月現在）

ニューフェイス紹介

日本体育大学の仲間たちと（筆者前列右から２番目）
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